
災害対応

第１回
「社会デザイン・ビジネスラボin青森」
新規事業創出アイデアソン～災害対応～

【Day１：6月4日（金）】
　・挨拶　社会デザイン・ビジネスラボ会長 中村 陽一
　・プロジェクトの趣旨説明
　・社会デザイン・ビジネスラボの取り組み紹介
　・講演
   　特定非営利活動法人全国災害ボランティア
　　支援団体ネットワーク（JVOAD） 事務局長　明城 徹也氏
　・ワークショップ（課題の共有など）

【Day２：6月28日（月）】
　・ワークショップ(ビジネスアイデア検討、発表など)

・原則2日間のプログラムに参加できる方
※Day2もオンライン参加をご希望の方、Day1・Day2のいずれか
　のみ参加希望の方はご相談ください。

お申し込みは裏面から

参加条件

・防災、減災、災害対応、復興などに関心のある方
・起業、企業での新規事業を検討したい方
・SDGs、CSR、ESG経営などに関心のある方
・プロボノなど新しい働き方、人財育成などに
　関心のある方
・ＮＰＯなど社会活動・市民活動と企業とネットワークを
　作りたい方

参加対象

参加費
無料

【Day１】
日時：2021年６月４日（金）　
　 　18：00～20：00
会場：オンライン（Zoom）

【Day2】
日時：2021年6月28日（月）
　　 17：00～19：00
会場：青森商工会議所1階
　　　　  AOMORI START UP CENTER
             (青森市新町1-2-18)

社会デザイン・ビジネスラボin青森では、「社会に貢献したい！」「ITを中心にしたテクノロジーや法人・個人の強みによって持続可能
な社会にしたい！」という想いや考えを持つメンバーが集い、その専門性に基づいて知恵を出し合い、産官学の知見や技術を融合す
ることで、社会課題の解決と新たなビジネス機会をともに生み出すことを目指していきます。

AOMORI SIX 青森市産官学連携プラットフォーム主催

主 催／青森市産官学連携プラットフォーム（青森商工会議所、青森市、青森大学、青森中央学院大学、
　　　 青森公立大学、青森県立保健大学、青森明の星短期大学、青森中央短期大学）
共 催／社会デザイン・ビジネスラボ、株式会社JSOL　運 営／青森中央学院大学

「災害対応」に関する
地域課題について学び、

その課題解決と持続可能な
地域社会の実現に貢献する

ビジネスアイデアを
検討します。

第1回テーマ

「災害対応」

プログラム



講師・ファシリテーター紹介

右記の申し込みフォーム、メールのいずれかでお申込ください。
メールの場合は、お名前・所属・電話番号をお知らせください。

【申込方法】 申込フォーム
QRコード

ファシリテーター
三尾　幸司 氏

（みお　こうじ）
株式会社JＳＯＬ　法人事業本部社会イノベーション推進センター長。社会デザイン・ビジネスラボ事務局長
神戸大学大学院自然科学研究科修了。(株)日本総合研究所に入社。(株)ＮＴＴデータへ出向。その後、(株)ＪＳＯ
Ｌへ戻り、現職。ＮＰＯ法人コヂカラ・ニッポンに参画し、こども向けのキャリア教育プログラムである『コヂカ
ラＭＢＡプロジェクト』を推進。市川市立塩浜学園ＰＴＡ会長、学校運営評議会員。

社会デザイン・ビジネスラボ会長

中村　陽一 氏
（なかむら　よういち）
立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科　教授。同大社会デザイン研究所長。ＮＰＯ法人やソーシャルビ
ジネスの運営サポートなど現場と大学院を往復しつつ実践的研究、政策提言等に取り組む。ニッポン放送「お
しゃべりラボ～しあわせSocial Design」パーソナリティ。ジャズライブでのリーディングや演劇プロデュース
など幅広い活動も行う。専門分野は、「社会デザイン学」「ソーシャルビジネス」「コミュニティデザイン」「ＮＰ
Ｏ／市民活動論」ほか。
2020年度、2021年度は青森商工会議所と連携し、青森の地域課題解決に取り組んでいく。

講 師
明城　徹也 氏

（みょうじょう　てつや）
特定非営利活動法人全国災害
ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD） 事務局長
福井県出身。米国の大学を卒業後、建設会社に勤務。その後、ＮＧＯ業界にて勤務。東日本大震災では発災
直後より現地入りし、被災者支援、復興支援に従事する。その経験から全国災害ボランティア支援団体ネッ
トワーク（JVOAD）の立ち上げに関わり、事務局長に就任。現在は西日本豪雨災害対応などを行いつつ、支
援者のネットワーク構築事業も行っている。

申込・問い合せ先 青森中央学院大学 公開講座担当　TEL：017-728-0131
E-Mail：koukaikouza@aomoricgu.ac.jp　FAX：017-738-8333


